
第１回 小中学校の教育環境の
改善・向上に関する有識者会議

神⼾市教育委員会

「神⼾市における学校教育環境の整備」
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Ⅰ. 神⼾市の学校教育環境整備

第３期神⼾市教育振興基本計画（令和２年度〜令和５年度）
「明日につなげる新・こうべ教育プラン」

重点事業11 安全・安心で質の高い学校教育環境の整備

重点事業12 ICTの基盤整備と利活用の促進
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第３期神⼾市教育振興基本計画
重点事業11 安全・安心で質の高い学校教育環境の整備 (抜粋)

【主な取組】
①学校の適正規模化

・小規模化している小中学校について、統廃合も含めた校区調整による適正規模化を推進。

②学級増対策の推進
・住宅開発等に伴う児童生徒の急激な増加によって過密化が進む小中学校について、校舎

の増改築や暫定校舎の整備、学校の分離新設、校区調整等、各校の状況に応じた対策を
実施。
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第３期神⼾市教育振興基本計画
重点事業11 安全・安心で質の高い学校教育環境の整備 (抜粋)

【主な取組】
③学校施設の老朽化対策の推進

・学校施設の計画的な保全整備を⾏い、⻑寿命化を推進。「神⼾市学校施設⻑寿命化計画」
に沿って建築後25年以上を経過した改修が必要な学校園施設を中心に⼤規模改修、⻑寿
命化改修（全面改修）や改築を実施。

・学校施設の安全点検を徹底し、専門業者による安全点検パトロールの実施等による点検
の充実を図るとともに、補修等の必要な対策を実施。
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第３期神⼾市教育振興基本計画
重点事業11 安全・安心で質の高い学校教育環境の整備 (抜粋)

【主な取組】
④学校施設の機能向上

・児童生徒が円滑に移動できるようエレベーターの設置などのバリアフリー化を推進。
・学校施設のトイレの老朽改修及び洋式化を推進。

⑤学校施設の異常高温対策
・近年の夏の猛暑を受けた熱中症対策として、整備済みの普通教室に続き、自然災害発生

時の避難所としての役割も踏まえ、特別教室や体育館において更なる空調整備を推進。
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第３期神⼾市教育振興基本計画
重点事業12 ICTの基盤整備と利活用の促進 (抜粋)

【主な取組】
①GIGAスクール構想の実現に向けた学校のICT学習環境整備の推進

・「神⼾市ICT学習環境整備計画」に則り、全ての市立小学校・中学校・特別支援学校・義
務教育学校・高等学校・⼯業高等専門学校の普通教室に、⼤型提⽰装置（電⼦⿊板機能付
プロジェクタ等）や実物投影機（小学校、義務教育学校前期課程、特別支援学校小学部の
み）、無線LAN（アクセスポイント）等を整備。

・感染症のまん延や⼤規模災害時においても児童生徒一人一人の学びを保障するため、小・
中学校児童生徒１人１台の児童生徒用PC（タブレット）の整備に早急に取り組むととも
に、それらを活用するためのデジタル教科書・教材などの導入についても検討。
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Ⅱ. 学校教育環境整備の取組状況
(１) 適正規模化・学級増対策の推進

〇小規模校対策
〇学級増対策

(２) 施設・設備等の改善・向上
〇老朽化対策
〇バリアフリー対策
〇異常高温対策
〇その他機能向上対策

(３) 情報化の推進（ICT環境整備）
(４) 学級編制基準の見直し（35人学級制）
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小学校：１６３校
中学校： ８２校

神⼾市立小中学校の設置数



(１) 適正規模化・学級増対策の推進

〇小規模校対策
・学校統合
・校区調整
・農村地域における魅力化・特色化

〇学級増対策
・分離新設
・校区調整
・校舎増改築・暫定校舎の整備

9
灘の浜小学校 令和３年４月新設



小規模校対策（近年の取り組み）

〇学校統合 〇校区調整
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実施
年度

統合前 統合後

学校名 学級
数 児童数 学校名 学級

数 児童数

H28
丸山小 ８ ２２８ 丸山ひば

り小 １２ ３５４
雲雀丘小 ６ １５３

H31
有野台小 ７ ２２０ ありの台

小 １２ ３７１
有野東小 ７ １７７

R３
多聞南小 ７ １８７ 多聞の丘

小 １２ ３４６
本多聞小 ６ １８２

実施
年度 対象地区・対象校 内 容

H29
⻑尾小学校区全域
（⻑尾小・北神⼾中

→⼤沢小・⼤沢中）

⻑尾小学校・北神⼾中学校の
過密化対策及び⼤沢小・⼤沢
中の小規模化緩和対策として
希望選択制の実施

R３

多聞南小学校区の一部
（多聞南小→多聞東小）

多聞南小学校・本多聞小学校
の統合にあわせて、多聞東小
学校の小規模化緩和対策とし
て校区調整の実施

谷上小学校区及び箕谷
小学校区全域
（谷上小・箕谷小

→山田小）

山田小学校の小規模化緩和対
策として希望選択制の実施

※統合前の数値は実施年度の前年度数値
※学級数に特別支援学級は含まない



小規模校対策（近年の取り組み）

〇農村地域における魅力化・特色化

11

実施校 内 容
小規模特認校 ・六甲山小（平成14年度〜）

・藍那小（平成24年度〜）
校区を限定せず、市内のどの地域からでも
就学可

希望選択制 ・⼤沢小（平成29年度〜）
・山田小（令和３年度〜）

隣接する校区から希望により就学可

小中連携教育の
推進

・八多小・八多中
（令和５年度より実施予定）

小中9年間一貫の義務教育学校へ移⾏し、
中学校教員による教科担任制の実施など、
特色ある教育活動を⾏う

・淡河小・好徳小、淡河中
（令和２年度〜）

文部科学省の学園制加配事業を活用し、複
数小学校と中学校との連携（合同授業・交
流⾏事等）による義務教育９年間を通した
教育活動を推進

・押部谷小・月が丘小・北山小・
高和小、押部谷中

（令和４年度より実施予定）



学級増対策（近年の取り組み）

〇分離新設 〇校舎増改築・暫定校舎整備
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実施
年度

分離前 分離後

学校名 学数
数 児童数 学校名 学級

数 児童数

H26 井吹東小 ４４ １６００
井吹の丘小 ２６ ９１６

井吹東小 ２３ ８１８

H28 本多聞小 ２４ ７３３
舞多聞小 ２２ ６８３

本多聞小 ８ ２３５

R３
なぎさ小 １９ ６２７ 灘の浜小 １３ ３９６

なぎさ小 １３ ３７４
⻄灘小 １７ ５６９ ⻄灘小 １４ ４２４

※分離前の数値は実施年度の前年度数値
※学級数に特別支援学級は含まない

※赤字が新設校

実施年度 学校名

H28
⻄灘小学校
藤原台小学校

H29 向洋小学校

H30
小束山小学校
千鳥が丘小学校
井吹台中学校

H31
成徳小学校
⻄郷小学校
北神⼾中学校

R２
御影北小学校
舞多聞小学校
本多聞中学校

R3
山の手小学校
本山第一小学校
妙法寺小学校

R4 高羽小学校



学級増対策（近年の取り組み）

〇校区調整
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実施
年度 対象地区・対象校 内 容

H28 向洋小学校区の一部
（向洋小→六甲アイランド小） 向洋小学校の過密化対策として校区調整の実施

H29 ⻑尾小学校区全域
（⻑尾小・北神⼾中→⼤沢小・⼤沢中）

（再掲）⻑尾小学校・北神⼾中学校の過密化対策及び⼤沢小学校・⼤沢中
学校の小規模化緩和対策として希望選択制の実施

H30
こうべ小学校区及び山の手小学校区全域
（こうべ小・山の手小・神⼾生田中
→和田岬小・浜山小・吉田中）

こうべ小学校・山の手小学校の過密化対策として希望選択制の実施

H31 だいち小学校区の一部
（だいち小・太田中→板宿小・飛松中） だいち小学校の過密化対策として希望選択制の実施

R２

だいち小学校区の一部
（だいち小・太田中→駒ケ林小・駒ケ林中） だいち小学校の過密化対策として校区調整の実施

宮本小学校区・春日野小学校区の一部
（宮本小・筒井台中、春日野小・葺合中
→なぎさ小・渚中） 灘の浜小学校の分離新設にあわせて、周辺校の過密化対策として校区調整

の実施R３ ⻄灘小学校区・なぎさ小学校区の一部
（⻄灘小・なぎさ小→灘の浜小）

R４ 稗田小学校区の一部
（稗田小→⻄灘小）



(２) 施設・設備等の改善・向上
〇老朽化対策

・学校施設の⻑寿命化
〇バリアフリー対策

・車椅⼦使用者用トイレ
・スロープ等による段差解消
・エレベーター

〇異常高温対策
・空調設備の設置

〇その他機能向上対策
・トイレの洋式化
・手洗いの自動水栓化
・照明設備のLED化 14



老朽化対策

〇学校施設の⻑寿命化

【現状】
・建築後30年以上経過しているものが全体の約６割（第２次ベビーブームに対応して多く

の施設を昭和40年代半ばから昭和50年代後半に整備）
・阪神・淡路⼤震災により建て替えた施設が建築後20年以上経過

【対策・整備方針】
・神⼾市学校施設⻑寿命化計画（平成31年３月）を策定し、平成31年度から令和10年度に

かけて計画的に予防保全
・個々の学校の施設・設備の現状を踏まえ、物理的な不具合を直し、施設の耐久性を高め

ることに加え、施設の機能や性能を現在の学校が求められている水準まで引き上げる改
修を実施
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老朽化対策

〇学校施設の⻑寿命化

【実施状況】
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実績
R４

（予定）
R1 R2 R3 計

⻑寿命化改修
(築50年以上) １ １ １ ３校 ３

⼤規模改修
(築25〜49年) １０ ４０ １６ ６６校 １７

合計 １１ ４１ １７ ６９校 ２０

※毎年10〜20校程度実施予定
※令和４年度は現在議会において事業費予算の審議中



バリアフリー対策

【現状】
・兵庫県「福祉のまちづくり条例」に基づき、平成４年度以降に新増築した建物にはバリ

アフリー化を実施
・令和２年５月「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律（バリアフリー

法）」改正に伴い、国が既存校においても令和７年度までの整備目標を⽰す

【対策・整備方針】
・⻑寿命化改修・⼤規模改修等にあわせてバリアフリー改修を実施 17

対 象 目 標

車いす使用者用トイレ 避難所に指定されているすべての学校に整備

スロープ等による
段差解消

門から建物の前まで（外部）
全ての学校に整備

昇降口・玄関等から教室まで（内部）

エレベーター 要配慮児童生徒が在籍するすべての学校に整備



バリアフリー対策

【実施状況】

18※全国平均データは文部科学省による調査資料より

対 象 神⼾市
(R2.5現在）

(参考)全国平均
(R2.5現在)

車いす使用者用トイレ
校舎 70.4% 65.2%

屋内運動場 47.3% 36.9%

スロープ等に
よる段差解消

門から
建物
（外部）

校舎 91.5% 78.5%

屋内運動場 77.6% 74.4%

玄関から
教室
（内部）

校舎 81.0% 57.3%

屋内運動場 73.1% 57.0%

エレベーター
校舎 70.4% 27.1%

屋内運動場 80.4% 65.9%



異常高温対策

〇空調設備の設置

【現状・整備方針】
・普通教室には小中学校全校に整備済（平成27年度完了）
・体育館や特別教室についても順次整備を進める
・部活動等により使用頻度の高い中学校の体育館については、令和２年度に全校の整備を

完了
・小学校の体育館は令和３年度より３か年で全校に整備する予定
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異常高温対策

〇空調設備の設置

【実施状況】
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教室の種類
神⼾市

(R3.9現在）
（参考）全国平均

（R2.9現在）

普通教室 100% 92.8%

特別教室 81.7% 55.5%

体育館等
小学校 0.6%

5.3％
中学校 90.6％



その他機能向上対策

〇トイレの洋式化

【現状・整備方針】
・衛生面の対策として、全ての学校園のトイレについて洋式化を

推進（令和３年度で全校の洋式化を完了予定）
全面改修 …床や配管、便器などを全面的に改修
便器改修 …便器のみを和式から洋式に改修

・整備にあたっては、洋式便器を嫌う児童生徒のため一部に和式
便器を残す

21



その他機能向上対策

〇トイレの洋式化

【実施状況】
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全面改修 R１ R2 R3（予定） 合計 （参考）全国平均
（R2.9現在）

全面改修 23校 22 25 70 ―

便器改修 29校 25 3 57 ―

洋式化完了校の割合 69.4％ 88.6％ 100.0％ 100.0％ ―

洋便器率 63.6％ 74.7％ 81.4％ 81.4％ 57.0％

洋式便器の割合 8,329/13,099 9,786/13,099 10.660/13,099 10,660/13,099 ―



その他機能向上対策

〇手洗いの自動水栓化

【現状・実施状況】
・新型コロナウイルス感染症対策として、全小中学校の屋内

手洗い場の水栓約2万箇所を自動水栓化
（令和３年度中に完了予定）

・実施にあたってはESCO事業（省エネルギー改修によって、
改修に係る費用を改修後の光熱水費削減額で賄う事業）を
活用
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その他機能向上対策

〇照明設備のLED化

【現状・実施状況】
・省エネルギー対策として全小中学校の教室や廊下等の主要な照明

器具約15万灯をLED化（令和３年度中に完了予定）
・実施にあたってはESCO事業（省エネルギー改修によって、改修

に係る費用を改修後の光熱水費削減額で賄う事業）を活用
・新型コロナウイルスの影響により、納期に遅れがでている⿊板灯

などの一部照明器具や体育館照明については、令和４年９月末ま
でに完了する予定

24



(３) 情報化の推進（ICT環境整備）
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ICT環境整備

【実施状況】
〇普通教室に電⼦⿊板機能付プロジェクタ、実物投影機、無線LAN等の設置

・令和３年度までに全小中学校に整備完了
（無線LANは、令和２年度までに普通教室・特別教室に整備完了）

〇小中学校の１人１台の児童生徒用PC(タブレット)及び高速⼤容量の通信ネットワークの整備
・令和２年度に完了（新型コロナウイルス感染症への対策を踏まえて⼤幅に前倒し）

26



ICTの活用

27

【目的】
「主体的・対話的で深い学び」「個別最適化された学び」の実現に向けて、１人１台の端
末等のICT機器を最⼤限活用し、既存の教材や学習方法と適切に組み合わせながら、⼦ども
たちの確かな学力の育成を図る。

【機器等の導入状況】
・普通教室への電⼦⿊板、実物投影機等の設置
・無線LAN、高速⼤容量ネットワークの整備
・１人１台の学習用パソコンの配備
・教員用デジタル教科書やデジタルドリル等の導入

【活用方法】
・学校（授業）や家庭学習での活用に加えて、学級閉鎖等の際はオンラインによる学習支

援に活用する。

資料：文部科学省「新学習指導要領における情報教育の充実について」より



ICTの活用

28

【現状】
・児童生徒、教員ともに操作方法の習得は進んでおり、授業での効果的な活用に取り組んで

いる。※市教委から活用モデルや授業動画を⽰し先進事例を共有
・児童生徒に対して、情報モラルに関する指導を繰り返し⾏っている。
・やむを得ず登校できない児童生徒（学級閉鎖や感染不安）に対して、オンラインによる学

習支援（授業ライブ配信、オンライン授業、デジタルドリル等）を積極的に実施している。

【課題】
・授業での端末等の活用にあたり、教員間や学校間で格差が生じている。
・教員に対してICTを活用した具体的な「授業モデル」の提供が求められている。



ICTの活用

広報紙KOBE2022年2月号より
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(４) 学級編制基準の見直し
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学級編制基準の見直し
【内容・実施状況】

・国の制度変更にあわせて、小学校の学級編制の標準を現⾏の40人（第１学年は平成23年
度より35人）から35人へ、令和３〜７年の５年間で段階的に引き下げ。

・段階的な35人学級編制による学級増には、校舎の増築や教室改修等の学級増対策により
必要な教室数を確保

R２ R３ R４ R５ R６ R7
小１ 35人 35人 35人 35人 35人 35人
小２ ※40人 35人 35人 35人 35人 35人
小３ ※40人 ※40人 35人 35人 35人 35人
小４ ※40人 ※40人 ※40人 35人 35人 35人
小５ 40人 40人 40人 40人 35人 35人

小６ 40人 40人 40人 40人 40人 35人
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※選択制により35人学級の実施あり（国の加配制度活用）



Ⅲ. 学校教育環境を取り巻く
主な情勢の変化

(１) 人口減少・少⼦化のさらなる進⾏

(２) 情報化の加速度的な進展

(３) 新型コロナウイルス感染症対策（ウィズコロナ）

(４) 学級編制基準の見直し
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(１) 人口減少・少子化のさらなる進行

• 図１ 神⼾市立小学校の児童数及び学校数の推移
• 図２ 神⼾市立中学校の生徒数及び学校数の推移
• 図３ 神⼾市立小・中学校の１校あたり児童・生徒数の推移
• 図４ 神⼾市将来推計人口(総人口)
• 図５ 神⼾市将来推計人口(年齢階層別人口)

33



図１ 神⼾市⽴小学校の児童数及び学校数の推移
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図２ 神⼾市⽴中学校の⽣徒数及び学校数の推移
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図３ 神⼾市⽴小・中学校の１校あたり児童・⽣徒数の推移
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図４ 神⼾市将来推計人口(総人口)
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図５ 神⼾市将来推計人口(年齢階層別人口)
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(２) 情報化の加速度的な進展

39資料：文部科学省リーフレット「GIGAスクール構想の実現へ」より



(３) 新型コロナウイルス感染症対策（ウィズコロナ）

40資料：厚生労働省啓発リーフレットより



Ⅳ. 引用資料
・第３期神⼾市教育振興基本計画「明日につなげる新・こうべ教育プラン」

https://www.city.kobe.lg.jp/a61516/shise/kekaku/education/dai3kiplan.html
・神⼾市学校施設⻑寿命化計画

https://www.city.kobe.lg.jp/a11243/kosodate/education/program/llplan.html
・神⼾市ICT学習環境整備計画

https://www.city.kobe.lg.jp/z/kyoikuinkai/ictseibiplan.html
・国立社会保障・人口問題研究所 日本の地域別将来推計人口（平成30(2018)年推計）

https://www.ipss.go.jp/pp-shicyoson/j/shicyoson18/t-page.asp
・神⼾人口ビジョン（改定版）

https://www.city.kobe.lg.jp/documents/35913/jinkovisionkaitei.pdf
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